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【目 的 】Candida albicans(C.albicans)に お

いて も歯周病原 性細菌 で認め られ た よ うな窒 素含

有 ビ ス フ ォス フ ォ ネ ー トのalendronateに よ る

炎症性 サ イ トカ インの産 生増強 が,同 様 に認め ら

れ る か をマ ウ ス マ ク ロ フ ァー ジ様 細 胞 で あ る

J774.1細 胞 を使 用 して調 べた。

【材料 お よび方 法 】J774.1細 胞 を96wellマ イ ク

ロプ レー トを使 用 して,37℃ 条 件下 で 各種 濃 度

のalendronateを 加 えて24時 間 培養 した。その後,

C.albicans菌 液 を各wellに200μlず つ 加 えて,

さ ら に24時 間 培 養 し た°C.albicansの 菌 量 は

MOI1,MOI10,MOI100の3種 類の濃度 にな る

よ うに した。J774.1細 胞 の培 養終 了後,培 養 上

清 中 のIL-6とMCP-1量 を マ ウスELISAキ ッ ト

で測 定 した。

【結 果 】

1.J774.1細 胞 のIL-6産 生 に及 ぼすalendronate

の 影 響

Alendronateを100μMの 濃 度 で 添 加 後 にC.

albicans加 熱 死 菌 をMOI10の 濃 度 で添 加 して24

時 間培養す ると,死 菌 のみ を加 えた場合 よ りも有



意 に高 いIL-6の 産 生が認 め られ た。

2.MCP-1産 生 に及ぼすalendronateの 影 響

MCP-1の 産 生 はalendronateの 有 無 に よって

は影 響 されず,alendronateの100μMの 添加 で

もC.albicans加 熱 死 菌 に よ るMCP-1の 産 生 量

は増加 しなか った。

3.Alendronateに よ るIL-6産 生 増 強 作 用 に 及

ぼすetidronateの 影 響

100μMのethidronateをalendronateと 同 時

に添 加 した場合 は,a1endronateに よ るIL-6産

生 増 強作用が有意 に抑 制 された。

4.MCP-1産 生 に及 ぼすetidronateの 影 響

1μMか ら100μMの 濃 度 のetidronateを

alendronateと 同 時 に添加 して も,J774.1細 胞 の

す べて の培養条 件 にお け るMCP-1産 生 に影響 を

及 ぼ さなか った。

【考 察 】AlendronateはC.albicansの 刺 激 に

よ るJ774.1細 胞 か らのIL-6産 生 は増 強 した が,

MCP-1の 産 生 には影 響 しなか った。 この結果 は,

宿 主細胞 を刺激す る微 生物 の種 類や構成 成分 の違

い がalendronateの サ イ トカ イ ン産 生 増 強 作 用

に大 きく影響す ることを示 唆 して い る。


